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令和８年度の重点的な取り組み 

葉山町社会福祉協議会の使命 

年齢や障害のあるなしに関わらず「生きづらさ」を感じている人が、いつまでも「地域の一員」と

して暮らし続けられるよう、一人ひとりの生活問題を原点にしながら、本人の強み、日常生活圏域を

基本に地域のあらゆる資源(人材・拠点・資金など)を活用し、資源がなければ住民とともに作りあ

げ、地域福祉を推進する中核的な団体として、「ともに生きる豊かな地域社会」づくりを推進するこ

とを使命とする。 

 
令和 8 年度の運営方針 

私たちの社会は大きな転換期にあります。家族形態の多様化や技術の進歩により利便性が増す一方

で、目に見えにくい「孤独・孤立」という課題が深刻さを増しています。葉山町においても高齢化は

さらに進行し、なかでも「独居高齢世帯」の増加は顕著なものとなりました。 

令和 8年度の事業計画において、第 3次葉山町地域福祉推進プランのタイトルでもある「だれも孤

立しないまちづくり」を最優先の柱に据えました。私たちが目指すのは、単に困りごとを解決するだ

けではなく、住民一人ひとりが「この町にいてよかった」と感じられる状態、すなわちウェルビーイ

ング（すべての町民が心身ともに健やかで、安心して暮らせる町を目指す）の実現です。その実現を

目指し、以下の 3点に注力いたします。 

「つながり」を紡ぐ： 世代を超えた交流の場を広げ、孤独の入り口を塞ぐこと。 

「役割」を創る： 支えられる側も、支える側も、誰もが地域の一員として輝ける居場所があるこ

と。 

「安心」を届ける： 制度の狭間にある小さな声を拾い上げ、共に解決の道を歩むこと。 

 これらの一つひとつが、葉山町の地域特性を活かし、持続可能な幸福（ウェルビーイング）を共創

するための基盤づくりとなります。本年度は、デジタルの利便性を活用した情報発信の強化と、対面

による温かな「お節介」を融合させ、より重層的な支援体制を構築してまいります。「だれも孤立し

ない」ということは、誰もが誰かの希望になれるということです。葉山町社会福祉協議会は、地域の

皆様と共に、手を取り合い、一歩ずつ歩んでまいる所存です。 

 

＜重点的な取り組み＞ 

 

法人運営部門 

〇 デジタルの利便性を活用した情報発信の強化、経営組織のガバナンスの強化、事業運営の透明

性の向上等に努めます。 

〇 会費の確保と資産の効率運用等による安定的な事業財源確保を行います。 

 

地域福祉推進部門 

〇 断らない総合相談を窓口に、地域住民活動団体や葉山町内外の専門相談機関などと連携・協働

しながら、専門職としてあらゆる生活相談や活動相談の解決に向け取り組みます。 
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（監査機関） 

（執行機関） 

（議決機関） 

〇 介護保険「生活支援体制整備事業」第 2層協議体を町内全域 8地区での設置と運営を目指し、

各地区の地域性にもとづいた住民主体の“助けあい・支えあい”の取り組みを推進します。 

〇 葉山町の福祉教育を推進する基盤となる関係者・団体等との連携・協働体制（プラットフォー

ム）づくりを推進するとともに、新たなテーマ（課題）に応じた取り組み（対応する担い手の育

成や活動のフォローなど）を進めていきます。 

 

地域包括支援センター部門 

〇 担当エリア内のよりきめ細かな高齢者支援体制を築いていくとともに、葉山町地域包括支援セ

ンター清寿苑及び行政との情報の共有と連携、役割分担に努めます。 

〇 相談体制を強化し、利用者の立場に立った介護予防事業に積極的に取り組みます。 

 

介護サービスセンター部門   

〇 社会福祉協議会が行う介護保険事業所として積極的に多問題ケースを受け入れます。 

〇 独居高齢者など孤立しやすく、生きづらさを抱えている人に丁寧に寄り添います。 

 

 

社会福祉法人 葉山町社会福祉協議会 組織図 

 

  

 

事
務
局
長 

基 

法人運営 

地域福祉推進 

介護サービスセンター 

地域包括支援センター 

顧問（2名） 

各種委員会等 

・評議員選任・解任委員会 

・苦情解決第三者委員会 

・法人後見事業審査会 

・はやま住民福祉センター運営委員会 等  

評議員（１３名） 

理事（９名） 

 

 

 

会長（１名） 

副会長（２名） 

監事（３名） 
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収入見込額：２４７，８７４，０００円 

                                 （単位：千円） 

    勘定科目 収入見込額 
前年度 

当初予算額 
増減 

一般会費収入 3,550 3,800 −250 

賛助会費収入 400 400 0 

寄附金収入 300 200 100 

社協補助金収入 60,890 58,651 2,239 

あんしんセンター事業補助金収入 750 750 0 

法人後見立ち上げ支援事業補助金収入 0 500 −500 

一般募金配分金収入 2,350 2,350 0 

歳末たすけあい配分金収入 3,650 3,650 0 

生きがいミニデイサービス事業受託金収入 3,179 3,177 2 

介護用品支給事業受託金収入 3,993 3,337 656 

コミュニティソーシャルワーク基礎研修受託金収入 99 99 0 

体制整備事業受託金収入 22,198 21,279 919 

生活福祉資金貸付事業受託金収入 2,016 2,016 0 

日常生活自立支援事業受託金収入 1,180 1,300 -120 

償還金収入 151 151 0 

参加費収入 152 152 0 

利用料収入 920 1,200 −280 

居宅介護料収入 6,500 7,000 -500 

居宅介護支援介護料収入 33,063 31,013 2,050 

介護予防支援介護料収入 4,573 5,156 −583 

介護予防・日常生活支援総合事業収入 10,985 9,828 1,157 

自立支援給付費収入 0 0 0 

地域包括支援センター事業受託金収入 32,637 25,500 7,137 

受取利息配当金収入 1,610 1,274 336 

ともしび基金受取利息収入 1,970 1,906 64 

V活動振興基金受取利息収入 12 1 11 

受入研修費収入 0 40 −40 

雑収入 70 70 0 

拠点区分間・サービス区分間繰入金 28,548 23,299 5,249 

前年度繰越金 22,128 17,293 4,835 

収入合計 247,874 225,392 22,482 

令和８年度は令和７年度対比＋２２,４８２千円となっております。 
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支出見込額：２４７，８７４，０００円 

（単位：千円） 

サービス区分 セグメント a 予算額 
前年度 

差額 
当初予算 

法人運営 

事務局運営事業 81,710 75,232 6,478 

役員会事業 1,468 1,504 −36 

退職積立事業 10,141 8,895 1,246 

広報啓発事業 1,671 1,671 0 

基金運営 
ともしび基金運営事業 2,020 1,956 64 

ボランティア活動振興基金運営事業 12 1 11 

  

 

はやま 

住民福祉 

センター 

  

  

  

  

総合相談事業 391 228 163 

福祉教育・人づくり事業 760 1,034 −274 

組織化事業 2,144 1,983 161 

生きがいミニデイサービス事業 3,179 3,177 2 

活動資金・物資の支援 4,034 3,981 53 

体制整備事業 22,198 21,279 919 

住民主体の地域福祉推進事業 184 219 -35 

在宅援護事業 123 73 50 

介護用品支給事業 4,570 3,891 679 

生活支援事業 
日常生活自立支援事業 3,900 4,948 -1,048 

生活福祉資金貸付事業 2,209 2,216 -7 

介護保険 

サービス 

居宅介護支援事業 44,370 37,301 7,069 

訪問介護事業 15,840 15,945 -105 

ホームヘルプ ホームヘルプサービス事業 720 1,000 -280 

地域包括支援 包括的支援事業 46,230 38,858 7,372 

    247,874 225,392 22,482 

 
 
 
 
 
 
 
 



5 

 

令和８年度 社会福祉法人葉山町社会福祉協議会 事業計画書 
 

 
事 務 局 電話：８７５－９８８９ 平日8：30～17：15 

 

法 人 運 営 
  

事務局運営事業 担当部門：法人運営（電話８７５－９８８９） 

 

予算額：８１，７１０，０００円 

（前年度比：＋６，４７８，０００円） 

一般会費 

賛助会費 

町補助金 

受取利息配当金 

基金運営繰入金 

前年度繰越金 

195,000円 

400,000円 

56,989,000円 

1,136,000円 

862,000円 

22,128,000円 

事務局職員の人件費や事務所の運営経費等に使われます。職員の人件費は葉山町からの補助金、事務

所の運営経費は、一般会費等により賄われます。 

事業名 実施時期 内 容 

事務局運営 通年 

事務局職員の人事管理や事務所の運営等を行います。 

事務局の営業は平日8：30～17：15です。 

一般・賛助会費の確保 
一般 4月 

賛助12月 

積極的な広報・普及に努め、意志ある会費として、住民、団

体、企業等の理解と協力を得るとともに、地域福祉の推進を

図ることを目的とする各種事業に有効活用させていただき

ます。 

各種寄付金の受け入れ 随時 

民間社会福祉事業の振興と地域福祉活動の増進、ボランティ

ア活動の積極的な振興を図ることを目的に、各種寄付金を随

時受け付けます。 

苦情解決第三者委員連絡会 3月 

本会事業に関する町民、利用者等からの苦情に対して、適切

な解決を図り、利用者等の権利を擁護するとともに、事業の

質の向上及び運営の信頼性を高めることを目的に、第三者委

員連絡会を開催します。 

法人後見事業 通年 

判断能力の不十分な者を支援するため、法人後見事業審査

会によって本会の成年後見人等の受任が適当とされたもの

について、家庭裁判所の審判により法定後見を受任します。 

実習生の受け入れ【R8年度休

止】 

8月～ 

9月 

福祉の人材育成を目的に、福祉の国家資格である社会福祉士

取得を目指す実習生（学生）を受け入れます。 

受け入れ予定者数：2人 
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役員会事業 担当部門：法人運営（電話８７５－９８８９） 

 

予算額：１，４６８，０００円 

（前年度比： －３６，０００円） 

町補助金 

基金運営繰入金 

360,000円 

1,108,000円 

法人運営に関する会議等を開催する事業です。役員等の費用弁償や会議費等に使われます。 

※日程は変更する場合があります。 

事業名 実施時期 内 容 

正副会長会議 随時 

本会の運営・経営など法人運営全般における重要事項の協

議の場として開催します。 

5/28・10/20・2/9・3/3 全4回予定 

理事会 随時 

本会の業務執行機関として開催します。理事の構成は町内

会・民生委員・行政・関係機関等から選出された９人です。 

6/8・10/28・2/19・3/11 全4回予定 

監事会 
4半期ごと

年4回 

本会の業務執行や財産などの状況の監査機関として開催

します。監事の構成は、関係機関の財務経験者３人です。 

6/3・8/25・11/19・2/15 全4回予定 

評議員会 随時 

本会の運営に関する重要事項の議決機関として開催しま

す。評議員の構成は町内会、民生委員、福祉団体等１３人

です。 

6/23・3/26 全2回予定 

役職員等研修 未定 

役員（理事・監事）等及び職員を対象に、地域福祉の推進

に関する研修を行います。 

 

 
 
退職積立事業 

事業名 実施時期 内 容 

退職金の積立 － 

全国社会福祉団体職員退職手当積立基金にて退職手当の

積立金を運用します。 
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広報啓発事業 担当部門：法人運営（電話８７５－９８８９） 

 

予算額：１，６７１，０００円 

（前年度比：            ±０円） 

一般会費 

共同募金（一般） 

1,541,000円 

130,000円 

町民の福祉に対する理解促進とボランティア・市民活動団体等の活動のさらなる活性化を目的に、広

報啓発に関する事業を行います。 

事業名 実施時期 内 容 

葉山町社会福祉協議会だより 
5月・7月 

9月・1月 

本会が実施する事業や各関係団体の活動内容等を、町民や各

関係団体等へ広く情報提供することを目的に、広報紙を発行

します。 

ホームページ等の管理 随時 

本会の組織概要や事業計画、各種事業の説明などの情報を常

時、幅広く提供することを目的に、ホームページ等を管理し

ます。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.hayamashakyo.com/ 
 

社会福祉貢献者表彰式 
2月25日 

（予定） 

社会福祉に功労のあった方や社会福祉活動に協力援助され

た方に対して、表彰及び感謝の意を表することを目的に、

表彰式を開催します。 

表彰予定者数：20 人 

福祉啓発イベントへの協力 未定 

福祉に対する理解促進とボランティア等の活動のさらな

る活性化を目的に、一般住民、福祉関係団体、福祉施設等

を参加対象とする啓発イベントに協力します。 

社会を明るくする運動の協力 7月頃 

犯罪や非行のない明るい社会を築くことを目的とした社

会を明るくする運動に協力します。 
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基 金 運 営  
 

基金運営事業 
担当部門：法人運営  

（電話８７５－９８８９） 

 

予算額：２，０３２，０００円 

（前年度比： ＋７５，０００円） 

寄付金収入 

受取利息配当金 

50,000円 

1,982,000円 

個人・企業・団体・学校などから寄せられた寄附金を積み立て、その果実（預金利息など）や 

一部を利用して社会福祉協議会の事業に活用します。 

事業名 実施時期 内 容 

ともしび基金運営 随時 

個人・企業・団体・学校などから寄せられた寄附金を積み

立て、その果実（預金利息など）を地域福祉活動の充実等

に充当します。 

ボランティア活動振興基金 

運営 
随時 

個人・企業・団体・学校などから寄せられた寄附金を積み

立て、その果実（預金利息など）を、ボランティア団体等

への支援に充当します。 

   

 

＜他団体の事務局運営＞ 
 

事業名 実施時期 内 容 

神奈川県共同募金会葉山町支

会 
通年 

共同募金運動（赤い羽根募金・年末たすけあい募金）の

実施主体である神奈川県共同募金会の葉山町支会の事

務局を担います。 

赤い羽根募金：10月 年末たすけあい募金：12月 

葉山町老人クラブ連合会 

（横須賀三浦ブロック葉山町担

当事業事務局） 

通年 

概ね 60 歳以上の高齢者が仲間づくりを通して、生きがい

と健康づくり、自身の生活と地域を豊かにする活動を目

的とした横三ブロックの葉山町老人クラブ担当事業の事

務を取り扱います。 
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はやま住民福祉センター 
 

総合相談事業 
担当部門：はやま住民福祉センター 

（電話８７５－９８８９） 

 

予算額： ３９１，０００円 

（前年度比：＋１６３，０００円） 

一般会費 

共同募金（一般） 

312,000円 

79,000円 

あらゆる生活相談や地域の福祉活動に関する相談を受付け、個別の支援と地域の支援を一体的に行う

「コミュニティソーシャルワーカー」を地区ごとに配置し、住民・行政・福祉関係事業者等との連携

のもと支援を行うとともに、住民活動の創設や支援、情報発信などを行います。 

事業名 実施時期 内 容 

地域福祉総合相談事業 通年 

各地区にコミュニティソーシャルワーカーを配置（地区担当制）

し、あらゆる生活相談や福祉活動に関する相談を受け、住民・

行政・福祉関係事業者等との連携のもと支援を行うとともに、

住民活動の創設や支援を行います。 

相談件数（見込）：延べ190件（生活相談130件、活動相談60件） 

相談員研修事業 通年 

地域福祉総合相談事業を担当するコミュニティソーシャルワー

カーを中心とする相談員のスキルアップを図ることを目的に外

部研修等に参加します。 

ボランティア等登録事業 通年 
小地域福祉活動やボランティア・ＮＰＯ活動を実践する団体や

個人を登録します。 

ボランティア保険取次 通年 
本会の構成員や会員、登録団体・個人を対象に、全国社会福祉

協議会ボランティア活動保険等への加入受付を行います。 

はやま地域活動ガイドブック 通年 

葉山町における住民主体の活動の概要や活動場所、連絡先な

どの情報を隔年で1冊のガイドブックにまとめます。今年度は情

報を更新して新たにガイドブックを発行します。 

発行部数：650部 

子育て支援事業 通年 

①子育て支援パネルの展示 

葉山町保健センター待合室に子育て支援に関する住民活動

の紹介用パネルを展示します。 

②子育て支援講座 

  子育て中の親や子育て支援団体、住民等を対象に、子育て

やその支援に関する講座を開催します。 

はやま住民福祉センターだよ

り 
月1回 

地域の情報やはやま住民福祉センターの活動、募集記事など

を掲載したチラシを毎月初旬に発行します。 
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発行回数：毎月1回、発行枚数：380部 

地域活動スタートアップガイド

ブック〔仮称〕【新規】 
未定 

主に地域活動を始めたい人などに向けて、地域活動の魅力や

留意点、活用できる相談先や助成金などの情報をまとめたガ

イドブックを作成します。 

実施なし（未実施）：地域活動スタートアップガイドブック 

 

 

福祉教育・人づくり事業 
担当部門：はやま住民福祉センター 

（電話８７５－９８８９） 

  
予算額：   ７６０，０００円 

（前年度比：－２７４，０００円） 

一般会費 

共同募金（一般） 

共同募金（歳末） 

町委託金 

参加費 

107,000円 

263,000円 

139,000円 

99,000円 

152,000円 

地域共生社会づくりに向けて、多様な生きづらさなどを抱える人達などの理解促進（学びや気づ

き）の機会づくり、地域住民・団体等の主体的な助けあい・支えあい活動による地域福祉推進の担

い手の発掘と育成を行います。 

事業名 実施時期 内 容 

コミュニティソーシャルワーク

基礎研修 
未定 

地域共生社会づくりを原点としながら、様々な関係機関や住民

活動の連携とさらなる住民参加の促進を図るため、多職種連携

や住民の支えあい活動の促進を目的とした研修を開催します。 

１回 参加予定人数：20人 

地域支え合い学習会 

（コミュニティソーシャルワー

ク入門研修受託） 

未定 

（2回） 

地域福祉活動への住民参加のすそ野を広げることを目的に、

福祉活動入門者向けの研修を行います。  

参加予定人数：延べ80人 

送迎ボランティア養成講座 
未定 

（3日間） 

生活支援活動や家族介護を行う住民を主な対象に、外出支援

に関する研修を行い、送迎の担い手の発掘と社会参加の促進

を目的に開催します。 参加予定人数：24人 

手話奉仕員養成講座 

（入門課程） 

4～8月 

（20日間） 

聞こえないことや聴覚障害者の暮らし及び関連する福祉制度に

ついての理解と認識を深め、視覚的なものの捉え方や手話で

の伝達技術の基本を身につけ、手話奉仕員の育成を目的に、

逗子市社会福祉協議会（今年度事務局）と共催で開催します。 

参加予定人数：18人 

点訳ボランティア養成講座 

（初級編） 

10～3月 

（20日間） 

点訳ボランティア活動を希望する町民を対象に、点訳技術の習

得及び点訳ボランティアの人材育成を目的に開催します。 

参加予定人数：15人 

視覚障害者向けスマートフ

ォン教室（防災編）【新規】 
未定 

視覚障害者の方が、災害時に役立つスマートフォンの操作方

法を実際に体験しながら学び、災害に備えることを目的に開催

します。 
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参加予定人数：5人 

夏休み福祉活動体験学習 
7～8月 

（4日間） 

思いやりのある心を育て、福祉への関心を高めるため、町内在

住・在学の中高校生を対象に、町内福祉施設等で体験学習を

行います。 

福祉教育推進事業 

①7～8月 

②通年 

③通年 

①福祉教育推進講座 年1回 

  町民に福祉の理解を深めるための講座を開催します。 

②学校における福祉教育（授業）の支援 

  小中学校が実施する福祉の学びに関する授業等の企画・準

備等を支援します。 

③福祉教育推進体制づくり事業 

  福祉教育推進体制（プラットフォーム）づくりに向けて、福祉・

教育関係者、住民等との座談会等を行います。 

居場所づくり事業 
①通年 

②1～2回 

①当事者活動や家族会の支援 

  不登校やひきこもりの当事者と家族を支援するための居場

所や家族会を支援し、孤立を防ぐ取組みを進めます。 

②集いの場（居場所づくり）に取り組む団体等の情報交換・共

有の場 

町内で集いの場の活動に取り組む団体や支援する団体・組

織・専門職などを対象に、情報交換・共有の場を開催しま

す。 

不登校支援事業【 新規 】 随時 

令和7年度から開始した「不登校支援のボランティア育成のた

めの企画会議」を引き続き開催し、「不登校支援についてまな

ぶボランティア入門講座」修了者のフォローや今後の取り組み

の検討を行う。 

統合：コミュニティソーシャルワーク基礎研修 

    「地域支え合い学習会（コミュニティソーシャルワーク入門研修受託）」へ統合 

実施なし（未実施）：音訳ボランティア養成講座、視覚障害者向けスマートフォン教室 

 

 

組織化事業 
担当部門：はやま住民福祉センター 

（電話８７５－９８８９） 

  

予算額：２，１４４，０００円 

（前年度比： ＋１６１，０００円） 

一般会費 

共同募金（一般） 

共同募金（歳末） 

1,164,000円 

499,000円 

481,000円 
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小地域福祉活動推進組織、ボランティア・ＮＰＯ、当事者活動等の組織づくりとともに、既存の組

織との協働や財政的支援を行います。また、災害ボランティアセンターの設置・運営に関する平

常時の活動を行います。 

事業名 実施時期 内 容 

小地域福祉活動推進組織

設置・運営支援事業 
通年 

小地域福祉活動推進組織の設置と運営を支援するとともに、推進

組織の会議等へのコミュニティソーシャルワーカー等の派遣・オブ

ザーバー参加を通して、各推進組織の取組みや研修会等の企画・

立案・実施を支援します。 

圏域設定：8地区 

小地域福祉活動推進組織

助成事業 
通年 

小地域福祉活動推進組織の設立準備及び継続活動に係る事務費

や事業費を助成します。 

助成金額：1団体200,000円以内、4団体 

ふれあいいきいきサロン助

成事業 
通年 

生活の孤立を防ぐことを目的に、町内会館や個人宅等を利用し、

地域住民が実施する出会いや仲間づくりの場づくりの活動を行う団

体に対して、相談助言と助成を行います。 

継続：24ヶ所、新規：8ヶ所 

子ども会設立事業 通年 

子ども会の新設・復活に向けた活動を支援するため、活動資金の

助成支援及び活動に関する相談、地域の諸団体との連携調整等

を行います。 

助成金額：1団体30,000円以内 

災害ボランティアセンター

運営事業 

①通年 

②未定 

①災害ボランティアセンター連携会議 2 回 

  災害ボランティアセンターに関係する団体・行政等との情報交換

と顔の見える関係づくりを目的に開催します。 

②葉山災害ボランティアセンター設置・運営訓練 1 回 

有事の際、町災害対策本部の要請に基づき設置される葉山災害

ボランティアセンターが安定的に設置・運営できるように準備する

ことを目的に、災害ボランティアコーディネーター等の育成や災害

ボランティアセンター機能について検証する実地訓練を行います。 

 

 

葉山町生きがいミニデイサービス事業 
担当部門：はやま住民福祉センター 

（電話８７５－９８８９） 

  

予算額： ３，１７９，０００円 

（前年度比：  ＋２，０００円） 

町委託金 3,179,000円 
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高齢者の介護・孤立の予防、生きがいづくりを目的とする、生きがいミニデイサービス事業を実施

する団体へ業務を委託するとともに立ち上げや運営の支援を行います。 

事業名 実施時期 内 容 

葉山町生きがいミニデイサ

ービス事業 

①通年 

②3月 

③1回 

住民主体で実施する生きがいミニデイサービス事業実施団体へ業

務を委託するとともに傷害保険及び賠償責任保険への一括加入、

連絡会や研修の開催を通じて活動を支援します。 

①生きがいミニデイサービス事業委託 

委託見込：21団体 延実施回数：480回 延参加人数：9,450人

（内、要支援～要介護2＝190人、要介護3以上＝100人） 

②生きがいミニデイサービス実施団体等連絡会 

  実施回数：1回 参加予定団体数：15団体 

③生きがいミニデイサービス実施にむけての講習会 

  実施回数：1回 参加予定団体数：15団体  

 

 

活動資金・物資の支援 
担当部門：はやま住民福祉センター 

（電話８７５－９８８９） 

  

予算額：４，０３４，０００円 

（前年度比：＋５３，０００円） 

寄附金 

共同募金（一般） 

共同募金（歳末） 

雑収入 

180,000円 

1,300,000円 

2,484,000円 

70,000円 

住民主体の福祉活動を促進し支援するため、各種資材や活動場所の貸出、活動資金等の助成を行い

ます。 

事業名 実施時期 内 容 

孤立を防ぐみまもり事業 
通年 

（年1～2回） 

見守りや声掛けが必要な人に地域の方が訪問するきっかけづく

りとして、地域の情報などとともに定期的に配布物を届ける仕組

みをつくり、生活の孤立を防ぎ、日常の見守りや助けあいを促進

します。 

赤い羽根・はやま福祉活動

助成事業 

①通年 

②4月～ 

③10月～ 

④4月～ 

⑤4月～ 

赤い羽根募金を活用し、住民同士の助けあいの活動に対する

助成を行います。 

①赤い羽根・はやま福祉活動助成事業「チャレンジ助成」審査委

員会：4回 

②小規模助成：総額750,000円（25団体程度） 

③チャレンジ助成：総額1,300,000円（5～6団体程度） 

④小地域支えあい助成：総額570,000円（3～4団体程度） 

⑤災害ボランティアセンター助成：総額80,000円（1団体） 

ボランティア室の貸出 通年 住民の地域福祉活動の支援を目的に、はやま住民福祉センタ



14 

 

ーにA登録する団体を主な対象としてボランティア室等を貸し出

します。 

地域福祉活動機材等の 

貸出 
通年 

住民の地域福祉活動の支援を目的に、はやま住民福祉センタ

ーに登録する団体を主な対象として、活動機材等を貸し出しま

す。 

拠点整備助成事業 通年 
小地域福祉活動推進組織等の専用の拠点を確保するために必

要な建物の増改築や備品等の購入費用の助成を行います。 

被災地ボランティア活動支

援事業 【新規】 
通年 

地震及び豪雨災害等による被災地に赴き、被災地支援のため

にボランティア活動を行った者に対し、ボランティア活動保険の

保険料相当額及び交通費等の一部を助成します。 

名称等の変更：年末たすけあい運動助成事業 → 赤い羽根・はやま福祉活動助成事業 

             令和6年度能登半島地震及び豪雨災害被災地ボランティア活動支援事業 

→ 被災地ボランティア活動支援事業 

 

 

生活支援体制整備事業 
担当部門：はやま住民福祉センター 

（電話８７５－９８８９） 

 

予算額： ２２，１９８，０００円 

（前年度比： ＋９１９，０００円） 

町委託金 22,198,000円 

生活支援コーディネーターを各地区に配置し、第１層協議体との連携のもと、介護保険「生活支援体制整備事

業第 2層協議体」の設置・運営を行い、小地域において、広く生活関連分野の関係者のネットワークを構築す

るとともに、地域の福祉課題の解決のため、住民主体の取組みを支援します。 

①生活支援コーディネーター 4名（常勤 1名、非常勤 3名） 

②第 2層協議体（支え合い推進会議）の開催 8地区 

③生活支援コーディネーター研修等への参加 

④生活支援体制整備事業連絡会 3回 

⑤先進地視察・研修会 2地区程度 

⑥第 1層協議体への参加・協力 

 

 

住民主体の地域福祉推進事業 
担当部門：はやま住民福祉センター 

（電話８７５－９８８９） 

予算額：１８４，０００円 

（前年度比： －３５，０００円） 
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一般会費 

共同募金（一般） 

118,000円 

66,000円 

地域共生社会の実現に向けて、地域住民や地域福祉関係者の参画を得ながら、葉山町の重層的な支

援体制の構築を目指し、地域福祉活動計画の進行管理、住民主体の地域福祉推進やはやま住民福祉

センターの事業の企画・立案及び評価などを行います。 

事業名 実施時期 内 容 

地域福祉活動計画進行管理

事業 
通年 

地域福祉活動計画策定委員会を中心に、第3次葉山町地域福祉

推進プランの進行管理（現状把握・分析、策定、実施、評価、改

善）を行います。 

計画策定委員会：１回 

はやま住民福祉センター運営

委員会 
通年 

葉山町内のニーズを集約し、必要な事業を見い出し、はやま住

民福祉センターの運営・事業について協議・検討し、現状把握・

分析・評価、改善を図ることを目的に開催します。 

運営委員会：3回 

小地域福祉活動推進連絡会 通年 

小地域福祉活動推進組織関係者のネットワーク構築のため、情

報交換等の会議を開催します。 

開催回数：1～2回 

廃止：小地域福祉活動推進連絡会 

 

 

在宅援護事業 
担当部門：はやま住民福祉センター 

（電話８７５－９８８９） 

  

予算額：  １２３，０００円 

（前年度比：＋５０，０００円） 

寄付金 

共同募金（一般） 

共同募金（歳末） 

70,000円 

13,000円 

40,000円 

在宅生活を営むうえで支援を必要としている世帯や困窮している世帯に対して、自立支援を促すた

めの事業等を実施します。 

事業名 実施時期 内 容 
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法外援護事業 通年 

町内に居住していない所持金のない方を対象に、1,500円を

上限とした交通費や食事代等を支給します。 

支給見込件数：2件 

緊急一時支援事業 通年 

低所得や介入困難など生活に困窮する方を対象に、緊急かつ

一時的に必要な食事や家事支援等について原則現物による

支給を行います。 

支給見込件数：食料等3人、業務委託1人、医療費等1人 

日常生活用具の貸与 通年 

車椅子などの生活用具の一時的利用や使用・操作方法等を習

得しようとする方などを対象として、車椅子や杖などの生活

用具を無料（期限有り）で貸出します。 

貸出見込件数：80 件 

外出支援用車両貸出事業 通年 

病院等の送迎や地域の福祉活動などを支援するため、車イス

のまま乗れる福祉車用を走行距離40キロまで無料で貸出しま

す。 

貸出見込件数：55件 

年末たすけあい配分事業 

【新規】 
通年 

年末たすけあい募金から、町内の児童養護施設から就労等に

よる自立生活のための卒園者や、本会で日常的に関わる生活

困窮者世帯へ配分を行う。 

配分見込件数：児童養護施設卒園者3人、他 

 

 

介護用品支給事業 
担当部門：はやま住民福祉センター 

（電話８７５－９８８９） 

  

予算額：４，５７０，０００円 

（前年度比：＋６７９，０００円） 

一般会費 

共同募金（歳末） 

町委託金 

71,000円 

506,000円 

3,993,000円 

在宅介護における介護者への支援を目的に、要介護 3～5および重度障害児者で常時排せつ用具を使用す

る方を対象にして、紙おむつ等の介護用品を宅配支給します。 

支給回数（1人あたり）：2 ヵ月に 1回 利用見込人数：193人 
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生活支援 
 

日常生活自立支援事業 

（葉山あんしんセンター） 

担当部門：生活支援事業 

（電話８７５－９８８９） 

  

予算額：  ３，９００，０００円 

（前年度比：－１，０４８，０００円） 

町補助金 

県社協委託金 

利用料収入 

サービス区分間繰入金 

750,000円 

1,180,000円 

200,000円 

1,770,000円 

地域で安心した生活が送れるよう、判断能力が不十分な認知症高齢者や障害者等を対象にした福祉サ

ービスの利用援助や日常的金銭管理サービスを行います。 

利用見込人数： 

福祉サービス利用援助・金銭管理サービス：20人（新規 5人） 

書類等預かりサービス：5人（新規 2人） 

権利擁護専門相談：5 人 

 

 

生活福祉資金貸付事業等 
担当部門：生活支援事業 

（電話８７５－９８８９） 

  予算額：２，２０９，０００円 

（前年度比：  －７，０００円） 

一般会費 

県社協委託金 

償還金 

42,000円 

2,016,000円 

151,000円 

事業名 実施時期 内 容 

生活福祉資金貸付事業 通年 

神奈川県社会福祉協議会から業務の一部を受託し、低所得

世帯、障害者又は高齢者の世帯などの経済的自立と安定し

た生活に向けた支援を目的に、一時的に必要な資金の貸付

と相談支援を行います。 

既貸付件数：12件（1/31時点） 

新規貸付見込件数：5件 

たすけあい資金貸付事業 通年 

一時的に生活に困窮している世帯の経済的自立と生活意欲

の向上を目的に、一時的に必要な資金の貸付と相談支援を

行います。 

既貸付件数：7件（1/31時点） 

新規貸付見込件数：5件 



18 

 

 介護サービスセンター 電話：８７７－１０３１ 平日 8：０0～1７：１５  

   事務所：葉山町一色２５１２－1４ 須永マンション２階 

 
 
介護サービスセンター  
◆介護保険サービス事業 

居宅介護支援事業 
担当部門：介護サービスセンター 

（電話８７７－１０３１） 

  

予算額： ４４，３７０，０００円 

（前年度比：＋７，０６９，０００円） 

居宅介護支援収入 

受取利息配当金 

拠点区分間繰入金 

33,063,000円 

237,000円 

11,070,000円 

住み慣れた地域での在宅生活を支援することを目的に、要介護、要支援の認定を受けた方を対象に

心身の状況とご本人・家族の希望を踏まえ、自立支援に向けた介護支援計画（ケアプラン）の作成

をします。また葉山町社会福祉協議会が実施する居宅介護支援事業所として積極的に困難ケースを

受け入れ、多職種とのネットワークを強化するとともに、地域包括支援センターや町内事業所と協

働により町内介護支援専門員対象の事例検討会等を開催します。（実施時期：通年） 

 

1. 居宅介護支援計画（ケアプラン）の作成  見込件数：2,160件 

2. 介護予防居宅介護支援計画の作成    見込件数：80件 

3. 要介護認定調査受託             見込件数：35件 

 

訪問介護事業 
担当部門：介護サービスセンター 

（電話８５４－４４１４） 

  

予算額：１５，８４０，０００円 

（前年度比： －１０５，０００円） 

居宅介護料収入 

総合事業収入 

受取利息配当金 

拠点区分間繰入金 

6,500,000円 

6,000,000円 

237,000円 

  3,103,000円 

住み慣れた地域での在宅生活を支援することを目的に、要介護、要支援、事業対象者の認定を受け

た方を対象に介護支援計画（ケアプラン）をもとに、身体介護や生活援助等の援助を行います。

（実施時期：通年） 

 

1. 訪問介護（介護保険事業）              見込件数：200件 

2. 総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業） 見込件数：330件 
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◆ホームヘルプサービス事業（自費型） 

ホームヘルプサービス事業 
担当部門：介護サービスセンター 

（電話８５４－４４１４） 

  

予算額：  ７２０，０００円 

（前年度比 －２８０，０００円） 

利用料収入 720,000円 

介護保険サービスや障害福祉サービス等福祉サービスの対象外となる人を対象とした、通院等の外出介助

や生活援助についてホームヘルパーによる支援を行います。また行政等と連携し、家族等の介護のために

学校へ通うことのできないヤングケアラーがいる家庭に対し、学校に行かれるように必要な介護や家事等の

援助を行います。 

 

  見込件数：１５0回  
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地域包括支援センター 電話：８７７－５３２４ 平日8：30～17：15 

 

 

葉山町地域包括支援センター 
担当部門：地域包括支援センター 

（電話８７７－５３２４） 

 

予算額：４６，２３０，０００円 

（前年度比：＋７，３７２，０００円） 

介護予防支援収入 

総合事業収入 

町委託金 

拠点区分間繰入金 

4,573,000円 

4,985,000円 

32,637,000円 

4,035,000円 

堀内・長柄地区の高齢者が要介護状態等となることを予防するとともに、要介護状態等となった

場合にも可能な限り地域において自立した日常生活を営むことができるよう支援します。 

（実施時期：通年） 

 

 

◆介護予防ケアマネジメント事業 

事業名 実施時期 内 容 

事業対象高齢者の調査と評

価 

9月～ 

12月予定 

介護保険が非該当の高齢者と事業対象者で介護保険サー

ビスの利用がない対象者に、町主催の体操教室に参加を

呼び掛け、生活状況等の調査と参加結果の評価を行いま

す。 

参加予定者数：体操教室10人 

一般高齢者体操教室 

「ごりっぱ」  
月1回 

要介護・要支援認定を受けていない65歳以上の高齢者が

椅子に座ったままできる運動や仲間との交流を楽しめる体

操教室を開催します。 

費用：無料 

参加予定者数：40人（10人×4コース） 

社協ほうかつ健康だよりの発

行 
月1回 

高齢者に気をつけてほしい病気や介護予防に関する情報お

よび葉山警察と協力して詐欺予防の普及啓発を目的に「社

協ほうかつ健康だより」を定期的に発行します。 

発行予定部数：100部×12回 
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◆総合相談・支援事業 

事業名 実施時

期 

内 容 

地域踏査と連携強化 

ニーズとニーズを結びつける活

動 

年4回 

定期的に地域踏査し、地域の方々の話に耳を傾け、地域にあ

るニーズを把握し、そのニーズを関係機関と連携し、協働して

解決する仕組みづくりを行います。 

出張教室 通年 

高齢者に関する情報や介護保険制度等の説明、健康に関す

る情報・出張体操教室・終末期に向けての心構えなど、ご要

望に合わせたプログラムを作成し、地域に出向きます。 

出張予定：30教室 

認知症支援事業 月1回 

認知症への理解を深め、介護者への支援とやさしい地域づく

りのため認知症カフェを開催します。また、近隣市町村とのネ

ットワークづくりを行っていきます。 

出張相談室 月1回 

来所相談しづらい地域からの要望により、高齢者の福祉や介

護に関しての出張相談を実施します。 

出張予定：1か所 

認知機能低下予防活動 通年 

高齢者が認知機能低下予防活動に積極的に取り組む動機づ

けを目的とする軽度認知障害スクリーニングテストを行いま

す。 

 

 

◆権利擁護事業 

事業名 実施時期 内 容 

権利侵害の予防と周知 通年 

権利侵害を受けているまたは受ける可能性が高いと考えら

れる高齢者が、地域で安心して尊厳のある生活を営むこと

ができるよう、警察や関係機関等に地域包括支援センター

を周知し、連携の強化を行い、権利侵害の予防や対応を専門

的に実施します。 

リビング・ウイル、ACP（人生

会議）の周知活動 
通年 

少人数制のサロンに出向き、感染対策をしながら、町民参加

型のスタイルで講和を行います。 

 

 

◆包括的・継続的マネジメント支援事業 

事業名 実施時

期 

内 容 

事例検討会議 通年 

ケアマネジャーや関係機関等と処遇困難ケースや成功事例

等を共有し、スキルアップを図ることを目的に必要に応じて随

時、事例検討会議を開催します。 
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地域ケア会議 年3回 

多職種協働による「地域包括支援ネットワーク」を通じて、高

齢者個人に対する支援の充実を図るとともに、それを支える

社会的基盤の整備を推進し、「地域包括ケアシステム」を実

現させるため行政と連携して会議を行います。 

地域包括支援センター交

流会 
年2回 

葉山町内の介護保険事業者や関係機関等の顔の見える関

係づくりの一環として定期的に交流会を開催し、ネットワーク

の構築を目的に交流会を開催します。 

ケアマネジャーの個別相

談 
通年 

地域のケアマネジャーが抱える処遇困難な個別ケース等につ

いて情報を共有し、課題の解決をするための支援を行いま

す。 

居宅介護支援事業所巡回

相談 

年1回 

秋頃 

ケアプランの作成状況の確認や情報提供、会議等の企画な

ど地域のケアマネジャーに寄り添った支援ができるよう葉山

町内の居宅介護支援事業所を巡回訪問します。 

Ｚ-ケアネット幹事会およ

び定例会の参加 
月1回 

逗葉地区の介護保険事業所連絡会（Ｚ-ケアネット）の幹事会

に、オブザーバーとして参加し、定例会の企画に協力し行政と

のパイプ役としての情報提供等を行います。 

地域密着型サービス運営

推進会議への参加 
通年 

地域密着型サービスの運営推進会議に委員として参加しま

す。 

ケアマネサロン 年3回 

ケアマネジャーが日ごろの業務で困難なことの相談や情報共

有できる場を設けるためサロンを開催します。 

 

◆介護予防支援事業 

事業名 実施時期 内 容 

介護予防支援 通年 

介護保険制度において要支援1・2の認定を受けた在宅高齢

者に対して介護予防プランを作成し、在宅生活の相談やサ

ービス提供事業者等と連絡調整をするなど、必要な便宜を

図ります。 

作成予定者数：直営130人・委託30人 

 

◆要介護認定調査事業 

事業名 実施時期 内 容 

要介護認定調査 通年 

介護保険制度の更新認定を受ける方に対して、葉山町と連

携して要介護認定調査を実施し、ケースを把握したうえでケ

アマネジャーと情報を共有し、後方支援を行います。 

調査予定者数：30人 

 


